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富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

ま
ず
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
を
伝
え
た
富
士
谷
家
の
系
譜
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

富
士
谷
家
に
つ
い
て

富
士
谷
文
書
は
、
昭
和
三
十
四
年
(
-
九
五
九
）
に
山
口
県
美
祢
市
の
富
士
谷
修
一
氏
よ
り
九
州
文
化
史
研
究
所
（
現
、
九
州
大
学

附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
）
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
近
世
に
は
京
を
拠
点
に
柳
河
藩
主
立
花
家
の
「
御

用
」
を
勤
め
た
富
士
谷
家
の
旧
蔵
文
書
群
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
富
士
谷
家
の
受
給
文
書
で
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
（
史
料
番
号

N
B
4
|
5
)
と
し
て
括
ら
れ
た
四
三
軸
が
あ
る
。
当
史
料
は
、
立
花
家
初
代
宗
茂
に
関
わ
る
数
軸
が
『
九
州
史
料
叢
書
』
や
「
福
岡

県
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
残
る
七
代
鑑
通
ま
で
の
歴
代
当
主
な
ら
び
に
そ
の
親
族
の
発
給
文
書
に
つ
い
て
は
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
ま
た
総
数
七
三
八
点
と
少
な
く
は
な
く
、
本
稿
は
ひ
と
ま
ず
当
史
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
た
い
。

は
じ
め
に

富
士
谷
文
書

史

料

紹

介

穴

「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」

井

に
つ
い
て

綾

香
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「
富
士
谷
家
系
図
」
は
大
織
冠
鎌
足
に
始
ま
り
、
藤
原
秀
郷
よ
り
九
代
後
の
政
平
を
小
河
の
祖
と
し
、
そ
の
十
八
代
後
の
保
章
よ
り

吉
盛
ま
で
の
六
代
は
足
利
将
軍
に
仕
え
、
吉
盛
の
子
で
富
士
谷
家
初
代
と
な
る
種
奥
が
豊
臣
秀
長
に
仕
え
た
の
ち
京
に
住
し
た
。
二
代

高
知
に
な
っ
て
立
花
家
に
仕
え
、
そ
の
命
に
よ
り
小
河
を
富
士
谷
に
改
め
た
と
い
う
。

一
方
、
柳
河
藩
主
立
花
家
の
「
京
都
伏
見
大
坂
町
人
御
扶
持
方
調
」
に
よ
れ
ば
、
富
士
谷
家
は
代
々
小
河
を
氏
と
し
て
き
た
が
、
種

六
0
0
)

奥
に
至
っ
て
富
士
谷
を
名
乗
る
。
種
奥
は
「
先
祖
以
来
駿
河
牢
人
」
で
、
の
ち
京
に
移
住
し
た
。
立
花
家
と
の
関
係
は
慶
長
五
年
（
一

の
関
ヶ
原
合
戦
後
に
宗
茂
が
浪
人
し
て
上
方
に
滞
在
す
る
間
、
京
の
種
奥
宅
に
も
逗
留
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
元
和
七
年

（
一
六
ニ
―
)
宗
茂
が
柳
川
に
赴
く
に
際
し
て
「
於
京
都
之
御
用
達
並
御
服
所
共
」
と
と
も
に
、
当
時
家
号
を
「
藤
屋
」
と
称
し
た
の

を
代
々
駿
河
で
は
富
士
山
麓
に
住
し
た
こ
と
に
因
ん
で
「
富
士
谷
」
に
改
め
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。

(
5
)
 

こ
の
間
の
宗
茂
の
事
情
に
つ
い
て
は
、

一
旦
富
士
谷
家
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
前
後
す
る
が
、

天
正
十
五
年
(
-
五
八
七
）
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
九
州
平
定
の
後
、
立
花
宗
茂
（
当
時
の
実
名
は
「
統
虎
」
）

三
郡
を
与
え
ら
れ
柳
川
を
城
地
に
定
め
る
。
け
れ
ど
も
宗
茂
は
関
ヶ
原
合
戦
で
西
軍
に
与
し
て
改
易
さ
れ
、
三
河
岡
崎
を
領
し
た
田
中

吉
政
が
筑
後
一
国
の
領
主
と
し
て
柳
川
に
移
る
。
し
か
し
田
中
家
も
ま
た
、
吉
政
を
継
い
だ
忠
政
が
無
嗣
の
ま
ま
元
和
六
年
八
月
に
没

し
て
改
易
と
な
る
。
同
十
一
月
に
宗
茂
の
南
筑
後
へ
の
再
封
が
決
定
し
て
翌
年
柳
川
に
赴
く
。
な
お
、
北
筑
後
に
は
丹
波
福
知
山
か
ら

有
馬
豊
氏
が
入
り
久
留
米
が
城
地
と
な
る
。
以
来
、
立
花
家
は
代
々
柳
河
藩
主
と
し
て
存
続
し
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
富
士
谷
家
と
立
花
家
と
の
関
係
の
由
来
が
史
料
に
よ
っ
て
相
違
し
た
こ
と
は
先
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
く
に
は
至

ら
な
い
が
、
豊
国
社
の
社
僧
を
務
め
た
梵
舜
の
日
記
に
は
慶
長
十
七
年
と
同
十
九
年
に
「
富
士
谷
紹
務
」
す
な
わ
ち
種
奥
が
奥
平
家
昌

（
下
野
宇
都
宮
）
に
奉
仕
し
た
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
富
士
谷
」
を
名
乗
り
始
め
た
時
期
は
慶
長
十
七
年
を
下
ら
な
い
。

ま
た
、
当
家
が
奥
平
家
に
仕
え
た
の
ち
立
花
家
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
更
な
る
検
討
を
要
す
る
。
当
史
料
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
無
年
号
で
あ
り
、
そ
の
比
定
作
業
も
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
い
く
が
、
署
名
に
み
え
る
実
名
は
「
宗
茂
」
す
な
わ
ち

富
士
谷
文
書
一
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

は
山
門
・
三
瀦
・
下
妻
の
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富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

①
種
奥小
河
彦
二
郎
、
紹
務

寛
永

8
.
1
0
.
2
1
卒

(78

【
富
士
谷
家
略
系
図
】

男
子
（
早
世
）

⑦
成
章皆
川
洪
園
二
男

千
右
衛
門
、
紹
碗

安
永

8
.
1
0
.
2
卒

(42)

女
子
女
子
（
早
世
）

男
子
（
早
世
）

予
先

女
子
男
子
（
早
世
）

女
子
（
早
世
）

女
子
成
基
成
学
男
子
女
子

⑧
成
元千
右
衛
門
、
成
寿
、
御
杖
、

紹
因
文
政

6
.
1
2
.
1
6
卒

女
子
（
早
世
）

女
子

光
次彦
二
郎

霊
道
女
子
吉

勝

女

子

|
 

彦

十

郎

、

紹

栄

高

陰

（

早

世

）

②
尚
〗
□
：
三
十
□

1
2
汀
4
6
)

④

[
[
[
8

元
2
1
卒(
2
4
)。
〗
：
口
〗

[
[
t
l
t
4

紹
2
9卒

※
1

1
は
婚
姻
・
養
子
関
係
、
丸
数
字
は
代
数
、

⑨ 
成＝＝女男

天千真五功 子子
保右十井
15衛郎勘
・門 ‘右
8 ‘千衛
・紹太門
9甫郎兄
卒‘

＊
「
富
士
谷
家
系
図
」
よ
り
作
成

⑩
祥
口
〗
」

□
/
囀
□
□い
|
|
[
」

子子子子

女
子
（
早
世
）

男
子
（
早
世
）

女
子

）
内
数
字
は
享
年
。
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ふ
た
た
び
「
京
都
伏
見
大
坂
町
人
御
扶
持
方
調
」
を
辿
っ
て
い
く
と
、
二
代
高
知
が
立
花
家
二
代
忠
茂
の
時
に
「
御
合
力
御
加
増
百

俵
」
を
与
え
ら
れ
、
以
来
代
々
柳
河
藩
よ
り
扶
持
を
支
給
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
増
減
の
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
三
代
高
言
は

高―

1
0
0
石
、
四
代
保
明
は
二

0
人
扶
持
と
な
り
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
五
代
安
治
が
五
〇
俵
の
加
増
を
受
け
、
延
享
四
年
（
一
七
四

七
）
冬
に
六
代
手
寿
の
拝
領
し
た
二

0

0
石
が
そ
の
養
子
の
七
代
成
章
（
皆
川
洪
園
の
二
男
）
に
相
続
さ
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
頃
が
同
史
料
の
作
成
年
代
と
も
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
現
在
確
認
さ
れ
る
柳
河
藩
の
分
限
帳
で
は
、
富
士
谷
家
は
「
延
宝
九
酉
年
知
行
取
無
足
扶
持
方
共
」
に
「
御
合
力
米
三
拾

云
高
知
）

石
冨
士
谷
紹
味
」
「
御
合
力
米
拾
石
八
斗
同
人
母
」
と
み
え
る
の
が
最
も
早
い
。
た
だ
、
裔
知
は
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
―
-
月

十
四
日
に
七
二
歳
で
死
去
し
て
お
り
、
同
史
料
に
関
し
て
は
表
題
が
内
容
の
上
限
を
示
さ
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
既
引
の
由
緒
と
の
関
係
も
今
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
で
な
い
。
そ
の
後
で
あ
る
が
、
三
代
高
言
よ
り
七
代
成
章
ま
で
約
百
年
の
間
、
富

(
9
)
 

士
谷
家
を
分
限
帳
に
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
七
月
の
「
御
旗
本
組
高
井
役
附
担
」
に
よ
う
や
く
「
弐
百
石

冨
士
谷
千
右
衛
門
」
と
あ
っ
て
、
成
章
の
子
で
八
代
成
元
（
御
杖
）
の
こ
と
と
比
定
さ
れ
る
。

成
章
・
成
元
父
子
は
国
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
と
く
に
成
元
は
立
花
家
九
代
鑑
賢
よ
り
「
御
歌
御
引
直
被
差
上
候
付
、
御
召
古

(10) 

為
拝
領
候
」
と
い
う
こ
と
が
た
び
た
び
有
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
文
政
四
年
(
-
八
―
―
-
）
十
二
月
に
成
元
は
藩
よ
り
譴

責
を
受
け
て
致
仕
し
、
約
一
年
後
に
成
功
が
九
代
と
な
っ
て
―
―
1
0
人
扶
持
で
召
し
返
さ
れ
る
が
妻
子
を
京
の
本
宅
に
残
し
な
が
ら
一
時

柳
川
住
居
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
成
功
は
文
政
六
年
正
月
の
「
御
小
姓
組
高
井
役
附
」
に
「
三
拾
人
扶
持
冨

(13)

（

14) 

士
谷
千
太
郎
」
の
よ
う
に
現
れ
る
。
十
代
祥
運
も
始
め
―
―
1
0
人
扶
持
で
過
ご
す
が
、
「
元
治
元
年
四
月
分
限
帳
」
に
は
「
冨
士
谷
小
六

兵
衛
」
に
関
す
る
記
述
と
し
て
「
三
拾
人
扶
持
」
と
追
筆
に
よ
る
「
百
五
十
石
」
と
が
あ
り
、
後
者
は
「
富
士
谷
家
系
図
」
に
あ
る
慶

て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

慶
長
十
五
年
後
半
期
よ
り
以
降
で
あ
り
、
宛
名
に
「
紹
務
」
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
富
士
谷
家
初
代
種
奥
以
降
に
係
る
も
の
と
み

富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て
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富
土
谷
文
書
「
'IJ
礼
家
歴
代
藩
、
土
古
状
」
に
つ
い
て

は
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
倖
ん
で
い
る
c

た
と
え
ば

N
o
1
に
は
折
紙
を
竪
に
披
い
た
状
態
で
収
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い
か
、

折
り
い
に

る
す
べ
て
に
「
四
拾

つ
、
当
史
料
の
内
訳
を
示
す
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。

応
元
年
(
-
八
六
五
）
冬
の
「
賜
百
五
十
石
」
を
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
，
）

そ
の
後
、
祥
運
の
養
子
で
あ
る
成
異
が
慶
応
一
一
．
年
（
．
八
六
七
）

五
月
よ
り
会
社
官
用
度
司
判
事
と
し
て
宮
中
に
出
什
し
、
翌
年
人

月
に
家
腎
を
柑
続
す
る
と
、
立
＂
化
家
と
の
関
係
は
次
第
に
疎
遠
と
な
っ
た
。
な
お
、
成
興
が
東
京
に
居
を
構
え
、
修
一
氏
が
山

n県
存

伝
存
の
経
緯
が
卜
記
の
よ
う
な
関
係
に
因
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」

な
い
。 先
に
辿
べ
た
よ
う
に
、
当
史
料
は
七
三
八
点
が
四
三
軸
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
）
成
巻
は
寄
贈
さ
れ
る
以
前
で
は
あ
る
が
詳
ら
か
で

い
ず
れ
も
裏
打
ち
は
施
さ
れ
ず
料
紙
が
貼
り
継
が
れ
、
表
紙
と
軸
で
統
一
的
な
表
装
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

破
損
の
程
度
は
重
く
、
そ
の
た
め
表
紙
う
わ
書
は
直
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
箇
所
も
多
い
。
以
上
を
ふ
ま
え
つ

表
ー
を
み
る
と
、
「
表
紙
う
わ
古
」
は
成
巻
時
に
お
け
る
各
巻
子
の
①
表
題
、
②
史
料
記
号
、
③
点
数
、
山
紙
数
、
が
記
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば

N
O
6
で
は

l
「
立
斎
様
御
書
」
、
②
「
荒
四
拾
三
巻
之
内
」
、
③
「
拾
六
通
」
、
中
「
紙
数
廿
六
枚
」
と
な
る
。
史
料

の
内
容
に
関
わ
る
（
に
は
後
に
詳
し
く
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
し
て
、
先
に
②
ー
中
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
②
に
は
判
読
で
き

四
一
一
軸
が
成
巻
か
ら
欠
け
る
こ
と
な
く
伝
存
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
し
か
し

（
参
）
巻
之
内
」
と
あ
り
、

成
巻
状
況

住
と
な
る
間
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

の
概
要
に
入
り
た
い
ぐ

「
荒
」
「
宇
」
な
ど
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
各
巻
了
を
区
別
し
「
四
拾
三
巻
之
内
」
に
お
け
る
順
序
を
表
す
と
思
わ
れ
る
が
委
剖
不
明
で

あ
る
C

③
は
実
際
の
点
数
と
異
な
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
表
1
の
「
点
数
」
と
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
中
に
関
し
て
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表 1 「立花家歴代藩主書状」巻子一覧

恥 表紙うわ嗚 ！ 内容 二28 2 1 [ [ l 
l9．'．, 、lノ、「可L~戊9 9 、~

］ i l宗茂 / 9り) 「l ］ ’'l‘宗戊
-----

4 5 ← L ~ [ " ］ --------

1¥ 97F』.戊,,,, 23 
］ ／］宗茂 22 

6 吃扇椋櫛書 紐四拾二巻之1人」拾八通紙数廿八枚 ¥＇lク＼仁J<・J欠19、: 16 
7 立冷様徊書 月［叫合二巻之円六通紙炊拾心枚 1宗茂、ー一ほか不詳あり 6 
8 [ l lー‘’ 9 ホ土→丑戊 6 ， ，拾訂斎六様枚 ・ロ山口iil書 ＇「 四拾二巻之内 二拾二通 紙数ニ ]宗茂． ，3鑑虎 32 

10 立斎様・好片様・枚英1廿椋，息之様御骨 K IIl1拾二巻之内 Ii七9しぷ茂．g息茂 2鑑！!l 、24 
廿四涌 紙数廿五

11・瑞松院椋餌I_此＿一品 四拾ーも之内 拾壱i甫 紙数拾八枚 瑞松院（］の継室） I 11 

12瑞松院様御害盆四拾巻之内拾四通紙数廿一枚 瑞：言松：；院ー•（一］一の祖宇） i 14 
1 3 l_ [ ］ 18 

~14ー好．．一舌様-御--・ー・占--列 匹拾-[ 一 l |「浦 紙委文廿枚 •- 9 , 20 
15 奸雪様9害 □ 四拾•巻之口 □拾七韮 数四拾弐涌 ＇，主芯 38 
16 好白様御書 □ 口拾二巻之口 l J 紙数二拾□枚

'./］こ／恵中戊序 はか不詳あり
31 

17 好雪椋御』 張 四拾一忍之内 II壱迫紙数［ ］枚― 21 

18 
好雪様・忠之椋御書冬四拾-:巻之内廿四通紙款二拾

：息I9文 25 
ニ＼枚
19 奸雷様御書秋四拾二巻之内拾壱通紙薮廿二枚

¥方ぞ._-＇・心中:! '、、丑）r屡K ~ ・~ 11 
2(） 好召様御青蔵［叫合—巻之内九通紙数拾八枚 ， 
21 好雪椋御書 □ 四拾二巻之口 拾し通 紙数拾じ枚 /・2炉、疫 17 
22 奸古様御書往 四拾ー一巻之1付 九涌紙数拾六枚 ! 2門＇患茂 ， 
23 好舌様御書 Ji丈四拾二巻之□八通祇□拾壱枚 ↓ 2息茂、はか不詳あり 8 
24 好雪椋御書 □匹［ ］之的 丁丁 紙数廿枚 辺也茂• 3鑑序 20 
25 好盈様御書開四拾二巻之1村拾九通紙数廿パ枚 2)恵茂． j,鑑虎 19 
26 直啓様御青陽四拾一巻之内｝；通紙数六枚 図鑑虎 6 
27 廣茂様御占歳 匹拾二巻之肉 ―昇心雌 紙薮二拾式枚ーー→？況：鑑虎 I 31 
28 廣茂様御書成四拾参巻之内拾九通紙数一拾弐枚 l]鑑虎 ＇ ， 19 

29→ 廣鑑鑑茂虎戊腿様様御璽御占書書 律 四羞三怠之内 拾八通 紙数」釘'9枚 ③鑑虎 16 
30 呂 IIL[拾二谷之内廿六通紙敷廿六枚 ③鉗虎 26 
31 □四拾二呑之内拾□通紙数［ ］枚 ふ鑑虎 16 
32 茂虎様御状乃四拾二巻之内六通紙数拾壱枚 茂虎（（＇ご＝~こ〕，患茂の子） 6 
33 戊仄椋御状露四拾二巻之内拾壱通紙数拾六枚 茂辰 息茂の子） 11 
31 戌辰様御状拮四拾―呑之内拾―i面紙款拾九枚 茂辰 (2忠茂の子） 13 
35宗満様御状 □ ［ ］巻之内四通紙数七枚 茂辰（＇互患茂の子） 4 

―36~.+-字---罰-…様~―~-御-、I-I、-霜 ---[•I-L]-拾ー＾在之内八通紙数八枚 貞晟 i'こ息茂の子） 8 
37 貞晟椋御状可四拾一呑之内 四拾-:j甫紙数四拾＝枚 貞晟（立巴茂の［） 9,13 

38 宗尚様・宗政様・鑑春様・鮨常様・鑑1T様・貞則様糾髯 ／］鑑任．互貞則 19 
致四拾二巻之内拾九通紙数拾）L枚
39清直様御、1人口 ［！り拾二巻之内 八通紙数八枚 万貞恨 8 
10頁限椋御事伍直祝御古―ー雲 四拾二な之内 九通 紙数）L枚 〗頁 i収 ， 
41 貞傲様御書騰四拾一巻之内拾弐通紙数拾弐枚 ¥5，‘頁恨 12 
42 艦致様御汎渭叫拾三巻之内上通紙敷上枚

種i鑑明通（二池藩主）
5 

13 種雨様御状 麗 四拾ニ―巻之ー内＿＿九両ー紙製拾三枚 ， 
（吋） 738 

富
士
谷
文
書
「
し
払
化
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

＊「内容」には、巻r中にみえる発給者を通称口統 して示しだなお丸数字は代数を表している 3
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富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

【
立
花
家
略
系
図
】

戸
次
鑑
連
下
l

道
雪

0

立
[
[
〗

3ぃ9飛1
9
[
6
4

女女女女女
子子子子子

※
_
ー
は
婚
姻
・
養
子
関
係
、
丸
数
字
は
代
数
、
（

⑦
鑑
通

I

I

I

I

叔
香
、
鑑
致

駒
之
丞
、
左
近
将
監

寛
政
9
.
1
2
.
9
卒
(
6
9
)

、
〗
〗
〗
三
円

5飛1
3
[

（3
9
)

⑤
貞
亨
2
7
`
4
7
)

女

子

（

早

世

）

女

子

茂
辰宗
満
又
助
、
大
膳

行
雄行
和
喜
之
介
、
石
見

茂
保貞
晟
源
五
郎
、
弾
正

女
子
女
子
女
子
貞

晟

貞

倣

[

只

丸

、

源

五

郎

、

ロ

戸

女
子
女
子
虎
重二
郎
、
千
助
縫
殿
、

周
防

高
橋
鎮

□

運
一
〗
直
j
[
[
し
口
—
凸

女
子

|
 

種
明主
膳

種
澄
種
義
種
久
種
要
正
明
女
子
女
子
宗
之

＊
『
旧
柳
河
藩
主
立
花
家
文
書
調
査
報
告
書
』
(
-
)
（
柳
川
市
教
育
委
員
会
・
柳
川
古
文
書
館
、
二

0
0
二
年
）
＝
一
八

1
三
九
頁
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
第
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
）
―
二
七

0
1
三
七
八
頁
、
中
野
等
『
立
花
宗
茂
』
（
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
0
一
年
）
を
も
と
に
作
成
。

）

内

数

字

は

享

年

。

茂

高

ー
茂
虎
|
|
|
|
|
」

□`：
）
帯
刀

女
子
女
子
己一
l

一
郎
（
早
世
）

女
子
致
博
致
良
女
子
為
之
丞

致
知
女
子
通
経
通
堅
女
子

⑥
貞
則虎
之
進

丹
後
守
、
伯
者
守

延
享

3
.
7
.
2
7
卒

(22)

茂
之

L
ー
ー
貞
倣
（
始
貞
晟
・
後
鑑
任
養
子
）
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と
署
名
さ
れ
実
名
を
欠
く
茂
辰
書
状
一
一
通
が
含
ま
れ
て
い
る
。

な
ど
必
ず
し
も
一
定
で
な
い
こ
と
も
分
か
る
。

―
-
〖
及
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

沿
っ
て
裁
断
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
原
因
は
、

「
御
状
」
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

Noll

四
三
軸
が
竪
紙
や
折
紙
を
竪
に
披
い
て
継
い
だ
も
の
と
、
折
紙
を
折
り
目
に
沿
っ

て
裁
断
し
横
に
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
示
唆
さ
れ
る

3
.
9
1
1
3
、
そ
れ
以
外
が
後
者
に
該
当
す
る
。

に
収
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
お
お
よ
そ
軸
の
長
さ
は
後
者
が
前
者
の
半
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
関
わ

ら
ず
天
地
を
裁
断
し
た
よ
う
な
跡
が
各
所
に
眩
め
ら
れ
、
さ
ら
に
現
状
で
は
継
ぎ
目
が
剥
離
し
た
箇
所
も
多
々
あ
り
、
こ
こ
で
料
紙
に

さ
て
い
で
あ
る
が
、

つ
ま
り
沿

1
の
裁
断
さ
れ
た
折
紙
は
、
後
者
に
入
る
可
能
性
も
あ
っ
た
が
結
局
前
者

四
一
二
輔
は
お
お
む
ね
発
給
者
毎
に
仕
立
て
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
表
1
の
「
内
容
」
を
合
わ
せ
る
と
、

表
題
と
の
相
違
に
気
付
く
が
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
表
題
が
実
名
あ
る
い
は
法
号
を
採
り
、
「
御
書
」
も
し
く
は
「
御
状
」
と
す
る

こ
れ
を
人
物
ご
と
に
み
て
い
く
と
、
前
の
点
に
つ
い
て
初
代
宗
茂
は
剃
髪
前
後
に
関
わ
ら
ず
彼
の
書
状
を
収
め
る
巻
子
は
「
立
扇
」

で
一
貫
し
て
い
る
。
「
瑞
松
院
」
も
ま
た
署
名
の
記
載
に
関
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
二
代
忠
茂
も
「
好
雪
」

る
が
、

N
a
1
0
.
1
8
に
「
忠
之
」
も
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
成
巻
者
が
「
忠
之
」
を
忠
茂
に
比
定
す
る
の
を
躊
躇
し
た
こ
と
を
示
唆
さ

せ
る
。
＿
―
-
代
鑑
虎
に
つ
い
て
は
、
署
名
に
実
名
が
な
い
た
め
に
「
英
山
」
を
付
け
た
と
推
測
さ
れ
る

N
o
9
.
1
0
以
外
は
表
題
に
実
名
を

冠
し
て
お
り
、
実
際
各
所
収
文
書
を
み
て
も
泌
26
「
直
茂
」
、
泌
2
7
1
2
9
「
廣
茂
」
、

NO30
「
鑑
茂
」
、

KO31
「
鑑
虎
」
で
一
貰
し
て
い

る。

NO32
以
降
も
ま
た
実
名
を
基
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
が
、
邸

34
に
限
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
立
又
介
（
花
押
）
」
「
又
介
よ
り
」

後
の
点
に
関
し
て
は
、
柳
河
藩
主
歴
代
に
は
「
御
書
」
、
そ
れ
以
外
に
は

12
は
初
代
宗
茂
の
継
室
瑞
松
院
に
「
御
書
」
、

NO39
は
の
ち
貞
椒
と
な
る
清
直
に
「
御
状
」
を
用
い
て
い
る
。
瑞
松
院
の
例
は
他
に
藩

主
室
の
巻
子
も
な
い
た
め
措
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
貞
依
に
は

N
O
4
0
.
4
1
「
御
書
」
と
の
相
違
が
あ
る
。
や
や
立
ち
入
る
け
れ
ど
も
、

富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

で
ほ
ぼ
宗
茂
阿
様
で
あ

（図
l
)
。
説
明
は
後
れ
た
が
、
前
者
に
は

N
o
1
1
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富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

し
つ
つ
展
望
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

史
料
の
紹
介

前
章
で
は
、
表
1
を
素
に
し
て
当
史
料
の
成
巻
状
況
を
説
明
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
当
史
料
の
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
思
う
。
以
上
を
踏
ま
え
た
具
体
的
検
討
は
他
日
を
期
す
る
と
し
、
こ
こ
で
は
ご
く
一
部
な
が
ら
幾
つ
か
の
史
料
を
紹
介

さ
て
当
史
料
の
発
給
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
表
ー
「
内
容
」
の
よ
う
に
各
巻
子
毎
に
は
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
発
給
者
毎
に
整
理

し
て
み
る
と
、
未
だ
不
詳
の
書
状
も
少
な
く
な
い
た
め
概
数
に
な
る
が
、
最
も
多
い
忠
茂
が
約
二
三
0
点
、
次
に
宗
茂
が
約
一
八
0
点、

鑑
虎
が
約
―
二

0
点
と
続
き
、
柳
河
藩
主
立
花
家
初
代
か
ら
一
二
代
で
総
数
の
七
割
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
以
下
、
初
代
か
ら

三
代
ま
で
を
中
心
に
史
料
を
掲
げ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

に
も
そ
の
可
能
性
が
残
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

ま
た
現
在
の
と
こ
ろ
、
表
題
と
明
ら
か
に
異
な
る
書
状
を
収
め
る
も
の
に

N
o
2
4
.
2
5
が
あ
り
、
発
給
者
不
詳
を
含
む

N
o
7
.
1
7
.
2
3

と
付
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
所
収
文
書
の
署
名
に
注
目
す
る
と
、
蜘

39
は
「
右
京
清
直
」
、
蜘

40
は
「
飛
騨
清
直
」
、
応

41
は
「
飛
騨
貞
椒
」
と
一
貫
し
て

い
る
。
抑
も
貞
椒
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
る
と
、
茂
高
の
子
と
し
て
生
ま
れ
貞
晟
の
養
子
と
な
っ
て
跡
を
襲
う
が
、
享
保
六
年

（
一
七
ニ
―
)

五
月
鑑
任
の
危
篤
に
際
し
て
そ
の
養
子
と
な
り
、
ま
も
な
く
藩
主
に
就
任
、
同
十
二
月
飛
騨
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
経
歴
を
踏
ま
え
て
、
藩
主
就
任
以
降
を
収
め
た

N
o
4
0
.
4
1
に
は
「
御
書
」
、
そ
れ
以
前
の
家
臣
時
代
を
収
め
た

No39
に
は
「
御
状
」
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六
月
―
]
日

宗
茂
（
花
押
）

立
花
左
近

こ
れ
ハ
か
ら
嶋
ひ
と
へ
物
よ
く
候
へ
く
候
同 大
炊
殿
内

守
田
与
左
衛
門

田
村
古
介

可
給
候
、
何
も
中
の
卜
ほ
と
に
な
さ
れ
可
給
候

初
代
宗
茂

第
一
章
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
立
花
家
と
富
士
谷
家
の
関
係
は
そ
れ
ぞ
れ
宗
茂
と
種
奥
の
代
に
始
ま
る
様
で
あ
る
。
種
嬰
が
「
於
京
都

之
御
用
達
並
御
服
所
共
」
を
命
ぜ
ら
れ
る
の
は
元
和
七
年
(
-
六
―
―
-
）
宗
茂
が
柳
川
へ
向
か
う
途
次
の
こ
と
だ
と
い
う
が
、
実
際
に

は
そ
れ
以
前
よ
り
宗
茂
は
種
奥
に
進
物
の
調
達
な
ど
を
任
せ
て
い
る
。

【
史
料
l
】
（
元
和
六
年
）
六
月
一
日
付
立
花
宗
茂
書
状
[
折
紙
]
こ
叫

l
ー

8‘

図
2
）

一
書
申
候
、
伯
今
度

又
申
候
、
九
日
之
物
共
之
事
、
女
共
か
た
な
具
可
申
候
、
以
ト

C

利
瀞
）

女
御
椋
御
人
内
二
付
て
、
酒
井
雅
楽
殿
・
土
井
大
炊
殿
ま
て
人
ヲ
上
せ
申
候
、
音
信
之
物
共
銘
々
書
立
進

一
、
帷
子
五
ツ
ノ
内
単
物
ニ
ッ

之
候
、
於
其
元
御
調
可
給
候
、
豪
に
の
せ
候
て
此
者
二
能
々
被
仰
付
御
渡
頼
巾
候

土
井
大
炊
殿
へ

一
、
帷
子
五
ツ
ノ
内
単
物
ニ
ッ

右
両
所
へ
之
ハ
ひ
と
へ
物
も
念
ヲ
入
、
壱
ツ
ハ
さ
や
な
と
も
よ
く
候
へ
く
候
、
壱
ツ
ハ
織
筋
二
て
も
と
か
く
両
所
な
か
ら
念
入

一
、
帷
子
―
―
ツ
内
単
物
一
ツ

一
、
帷
子
―
―
ツ
内
単
物
一
ツ

右
之
通
御
調
可
給
候
、
猶
追
而
可
申
候
、
又
先
日
便
二
申
候
佐
久
間
河
内
と
申
人
二
、
か
ま
の
そ
こ
あ
つ
ら
へ
申
候
、
今
度
出
来

候
者
、
此
者
二
も
た
せ
下
り
候
へ
と
申
付
候
、
乍
去
遅
候
者
ま
ち
候
事
ハ
無
用
と
申
付
候
、
恐
々
謹
言

酒
井
雅
楽
頭
殿
へ

富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
、
土
囁
状
」
に
つ
い
て
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富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

一
筆
申
候
、
此
方
無
易
儀
候
、
其
元
無
事
候
哉
、
承
度
候

本
書
状
の
年
次
は
、
宗
茂
が
「
宗
茂
」
を
名
乗
る
慶
長
十
五
年
(
-
六
一

0
)

後
半
期
以
降
、
「
飛
騨
守
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
元
和
八

女
御
様
御
入
内
」
と
あ
る
か
ら
、
将
軍
徳
川
秀
忠
の
娘
和
子
が
六
月
六
日

に
後
水
尾
天
皇
の
女
御
と
し
て
入
内
す
る
元
和
六
年
に
比
定
で
き
る
。
ち
な
み
に
先
に
も
述
べ
た
が
、
宗
茂
の
柳
川
再
封
が
決
定
す
る

の
は
十
一
月
に
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
宗
茂
は
京
に
い
る
種
奥
に
、
和
子
入
内
に
伴
っ
て
江
戸
幕
府
年
寄
酒
井
忠
世
・
土
井

利
勝
ま
で
人
を
遣
わ
す
に
あ
た
り
、
進
物
と
し
て
持
た
せ
る
帷
子
を
注
文
し
て
い
る
。
先
だ
っ
て
は
茶
道
具
と
思
わ
れ
る
「
か
ま
の
そ

こ
」
の
誂
え
も
頼
ん
で
い
る
。
た
だ
立
花
家
の
注
文
は
宗
茂
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
追
而
書
は
示
唆
し
つ
つ
も
詳
し
く
な

（

富

士

谷

紹

務

）

い
が
、
た
と
え
ば
元
和
七
＼
九
年
の
九
月
廿
一
二
日
付
で
「
ふ
し
や
せ
う
む
御
か
も
し
」
に
宛
て
た
宗
茂
室
瑞
松
院
の
書
状

(No12ー

3
)

（

筑

後

）

（

小

袖

）

（

仕

立

）

（

櫃

）

に
は
「
ち
く
こ
へ
こ
そ
て
一
―
-
+
、
御
し
た
て
候
て
ひ
つ
に
御
入
候
て
、
よ
く
／
＼
雨
風
に
あ
い
候
ハ
ぬ
よ
う
に
御
こ
し
ら
へ
候
て
御
お

き
候
へ
」
な
ど
と
あ
る
。

諸
品
の
注
文
は
多
岐
に
わ
た
り
、
殊
に
将
軍
家
の
上
洛
に
宗
茂
が
供
奉
す
る
際
に
は
折
々
の
進
物
は
勿
論
、
寛
永
―
―
一
年
（
一
六
二
六
）

に
は
「
辻
か
た
め
ノ
道
具
」
や
家
中
ら
の
「
在
郷
や
と
」
「
京
や
と
」

に
は
「
小
屋
場
」
「
小
屋
か
け
」

の
手
配

(
N
o
9
|
7
)
に
至
る
ま
で
高
知
に
頼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

立
花
家
の
借
銀
に
つ
い
て
も
、
富
士
谷
家
は
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
の
で
あ
る

こ
の
ほ
か
挙
げ
る
と
き
り
は
な
い
が
、

年
（
一
六
二
二
）
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
で
「
今
度

ふ
し
や
（
種
奥
）

紹
務
老
ら

い
ず
れ
に
も
関
わ
っ
て
く
る

の
準
備

(
N
o
2
|
4
)
、
京
屋
敷
を
売
却
し
た
の
ち
寛
永
十
一
年

(
N
o
lー

9
な
ど
）
。

い
ま
一
っ
宗
茂
の
書
状
は
晩
年
の
も
の
を
引
い
て
お
こ
う
。

【
史
料
2
】
（
寛
永
十
九
年
）
壬
九
月
十
一
日
付
立
花
宗
茂
書
状
『
冗
折
紙
ヵ

]
(
N
o
6
|
1
2
、
図
3
)

尚
々
、
茶
代
之
儀
、
帯
刀
所
汐
可
申
候
、
永
信
州
へ
状
を
遣
候
、
此
者
二
成
共
も
た
せ
被
遣
候
、
以
上
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ふ
し
や
（
高
知
）

紹
味
ら

宗
茂
（
黒
印
）

一
時
小
康
を
得
た
間
に
出
さ
れ
た
も
の
と

一
、
壺
三
愛
宕
二
置
候
、
了
旬
申
談
、
い
つ
も
の
こ
と
く
入
念
く
た
し
可
給
候

（
本
多
俊
次
）

一
、
本
下
総
殿
へ
進
し
候
つ
ほ
ハ
、
は
や
亀
山
へ
被
取
下
候
由
被
申
候
間
、
不
及
口
能
候

（
三
宅
）

一
、
先
日
ハ
朝
倉
山
椒
少
給
候
、
満
足
申
候
、
宗
知
煩
如
何
候
哉
、
無
心
元
候
、
尚
重
而
可
申
候
、
謹
言

壬
九
月
十
一
日

晩
年
の
宗
茂
は
、
別
の
高
知
宛
書
状

(
N
o
6
|
3
)
に
「
尚
々
、
眼
あ
し
く
用
印
判
候
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
患
い
の
た
め
た
び
た

び
花
押
に
代
え
て
「
f
i
d
a
」
と
い
う
印
文
の
印
判
を
用
い
て
い
る
。
本
書
状
も
そ
の
例
に
数
え
ら
れ
る
が
、
日
付
か
ら
寛
永
十
九

年
（
一
六
四
二
）
六
月
下
旬
よ
り
嘔
吐
を
繰
り
返
し
て
床
に
臥
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
ち
、

分
か
る
。
そ
の
よ
う
な
折
に
、
宗
茂
は
愛
宕
に
預
け
て
い
た
茶
壺
の
送
達
や
、
知
人
の
病
状
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
。

二
ヶ
月
ほ
ど
後
、
十
一
月
二
十
五
日
に
宗
茂
は
世
を
去
る
。
そ
の
享
年
を
顧
み
て
、
忠
茂
が
「
亡
父
七
十
六
二
而
死
去
二
候
、
其
節

（

比

）

（

衰

）

（

頷

）

之
様
鉢
存
く
ら
へ
候
二
、
我
等
者
老
父
な
も
お
と
ろ
へ
く
つ
を
れ
申
候
」

(
N
o
1
5
|
2
)
と
零
す
の
は
六
十
三
歳
、
延
宝
一
一
年
(
-
六

七
四
）
春
の
こ
と
で
あ
る
。

二
代
忠
茂

忠
茂
は
、
慶
長
一
七
年
（
一
六
―
二
）
七
月
七
日
に
宗
茂
の
実
弟
直
次
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
て
直
ぐ
、
実
子
の
な
い
宗
茂
の
養
子

実
名
は
「
忠
之
」
、

の
ち
「
忠
貞
」

と
な
る
。
幼
名
は
宗
茂
と
同
じ
千
熊
丸
。
宗
茂
室
瑞
松
院
の
書
状

(Noll.12)
で
は
「
せ
ん
く
ま
」
が
頻
り
と
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
元
和
八
年
(
-
六
ニ
―
-
）
十
二
月
二
十
七
日
、
元
服
し
て
「
左
近
将
監
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
、
将
軍
秀
忠
の
偏
詭
を
受
け
て

や
「
忠
茂
」
に
改
め
る
。
忠
茂
の
家
督
継
承
に
つ
い
て
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
頃
に
宗
茂

富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て
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富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

が
江
戸
下
屋
敷
に
移
っ
て
か
ら
次
第
に
藩
主
権
限
を
移
譲
さ
れ
て
い
く
が
、
正
式
に
は
宗
茂
が
法
体
し
て
幕
府
に
隠
居
を
許
さ
れ
た
寛

当
史
料
の
忠
茂
書
状
は
、
時
期
的
に
は
元
服
後
よ
り
晩
年
に
及
ぶ
。
ま
ず
、
宗
茂
が
没
し
て
間
も
な
い
頃
の
一
通
を
紹
介
し
よ
う
。

【
史
料
3
】
（
寛
永
二
十
年
）
九
月
廿
九
日
付
立
花
忠
茂
書
状
『
冗
折
紙
2
ヵ

]
(
N
o
1
8
|
2
4
、
図
4
)

（

板

倉

重

宗

）

（

申

ヵ

）

尚
々
、
周
防
殿
へ
参
伺
被
申
候
て
も
如
在
ハ
有
間
敷
候
、
為
心
得
申
候
、
若
王
子
・
僧
正
へ
も
如
何
二
も
具
二

□入
候
間
、

僧
正
へ
も
参
、
上
野
殿
へ
御
談
合
候
て
被
下
候
や
う
二
と
可
被
申
候
、
以
上

一
筆
申
候
、
今
度
御
即
位
二
付
而
、
進
物
何
様
之
物
上
り
候
哉
、
一
円
難
計
候
間
、
其
元
承
合
、
可
然
様
二
相
調
可
給
候
、
内
々

如
申
遣
候
、
矢
嶋
主
水
上
り
候
へ
と
も
、
海
上
難
計
候
間
、
今
時
分
上
着
之
儀
無
覚
束
候
、
妥
元
二
て
御
老
中
被
仰
聞
候
ハ
、

禁
中
様
へ
常
之
太
刀
馬
代
か
ろ
き
と
御
申
候
へ
共
、
其
積
り
知
レ
不
申
候
、
於
上
方
委
可
被
仰
渡
之
由
御
申
候
間
、
其
元
二
て
定

（
義
弥
）

而
知
レ
不
申
候
、
吉
良
上
野
殿
へ
妥
元
二
て
頼
入
候
間
、
今
度
上
野
殿
へ
書
状
進
之
候
条
、
其
方
持
参
候
而
、
上
野
殿
へ
指
図
被

請
尤
候
、
主
水
罷
出
可
得
御
意
候
間
、
御
指
図
候
て
給
候
様
二
と
上
野
殿
へ
妥
元
二
て
申
合
候
へ
と
も
、
右
二
申
候
こ
と
く
主
水

儀
今
時
分
上
着
之
儀
無
覚
束
候
、
然
者
進
物
等
之
儀
、
為
用
意
候
間
、
其
方
上
野
殿
へ
参
、
右
之
様
子
申
述
、
相
談
可
有
候
、
主

水
ハ
御
即
位
之
三
―
一
日
已
前
二
成
共
上
着
候
ヘ
ハ
、
安
堵
二
而
候
、
右
之
通
二
候
間
、
主
水
上
着
候
而
か
ら
進
物
等
相
談
候
ハ
、

間
二
合
申
間
敷
候
条
、
主
水
上
着
前
二
諸
事
調
候
て
置
候
や
う
二
と
存
、
如
此
候
、
此
段
大
坂
よ
り
蔵
本
之
者
共
上
り
合
居
候
ハ

ヽ
、
申
聞
可
給
候

（
後
光
明
天
皇
）

一
、
当
帝
様
へ
之
進
物

（
明
正
天
皇
）

一
、
新
院
様
へ
之
進
物

（
後
水
尾
上
皇
）

一
、
仙
洞
様
へ
之
進
物

（
東
福
門
院
）

一
、
国
母
様
へ
之
進
物

永
十
五
年
十
月
二
十
日
に
な
る
。
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文
面
は
「
今
度 ふ
し
や
（
嵩
知
）

紹

味

ら

左
近

右
、
何
共
此
方
よ
り
難
計
候
間
承
合
、
可
然
様
二
相
調
可
給
候
、
主
水
へ
遣
候
状
ニ
ハ
右
之
段
書
不
申
候
、
其
子
細
ハ
右
二
申
述

候
こ
と
く
上
着
之
時
分
難
計
候
間
、
為
用
意
と
存
、
其
方
へ
申
遣
候

禁
中
方
へ
之
音
物
惣
並
次
第
二
仕
度
候

一
、
権
大
納
言
殿
と
や
ら
ん
、
其
外

（

酒

井

忠

勝

）

（

松

平

信

綱

）

（

野

々

山

兼

絹

ヵ

）

（

守

久

）

一
、
讃
岐
殿
・
伊
豆
殿
ハ
一
ザ
何
一
種
之
外
、
何
二
て
も
御
と
め
な
き
筈
二
て
候
、
今
度
被
罷
上
候
野
々
宮
新
兵
衛
殿
・
高
木
善
七

（

忠

吉

）

（

長

信

）

（

重

宗

）

殿
其
外
大
岡
美
濃
殿
・
天
野
豊
前
殿
、
尤
板
倉
殿
な
と
へ
の
音
物
、
是
又
惣
様
並
二
仕
度
候
、
此
儀
は
定
而
諸
家
よ
り
も
蔵
本

共
京
へ
上
り
居
可
申
候
間
、
其
者
共
と
此
方
蔵
本
共
承
合
候
様
二
と
申
可
給
候
、
尤
諸
家
呉
服
所
二
て
定
而
今
度
之
進
物
可
為

用
意
候
間
、
其
方
も
承
合
可
被
申
候
、
何
方
之
も
使
者
ハ
御
即
位
之
時
分
な
ら
て
ハ
遠
方
之
者
ハ
参
合
申
間
敷
候
間
、
何
も

京
都
二
て
可
為
用
意
と
存
候
、
と
か
く
他
方
之
儀
者
如
何
様
二
も
候
へ
、
此
方
之
ハ
主
水
上
着
前
二
何
も
か
も
相
調
置
可
給
候
、

為
其
如
此
候
、
状
数
二
て
も
別
之
事
無
之
候
間
、
此
状
之
通
蔵
本
共
へ
も
披
見
さ
せ
可
給
候
、
謹
言

九
月
廿
九
日

御
即
位
」

忠
茂
（
花
押
）

へ
の
対
応
に
尽
き
る
が
、
挙
が
っ
て
い
る
人
名
を
み
て
い
く
と
年
次
は
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
翌

十
月
に
入
っ
て
、
三
日
に
明
正
天
皇
が
譲
位
、
二
十
一
日
に
後
光
明
天
皇
が
即
位
す
る
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
一
―
-
）

の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
即
位
に
先
立
っ
て
、
江
戸
の
忠
茂
は
家
中
の
矢
島
主
水
を
上
方
に
向
か
わ
せ
る
。
し
か
し
海
路
は
覚
束
な
く
到
着
し
た
矢
島
に

時
間
的
余
裕
は
な
い
と
忠
茂
は
判
断
し
、
本
書
状
に
よ
っ
て
諸
方
へ
の
進
物
は
高
知
に
用
意
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
進
物
は
、

品
な
ど
量
り
か
ね
る
た
め
予
め
口
添
え
を
頼
ん
だ
高
家
吉
良
義
弥
に
相
談
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
指
定
す
る
贈
り
先
は
禁
中

の
み
な
ら
ず
、
江
戸
か
ら
の
上
使
酒
井
忠
勝
•
松
平
信
綱
、
禁
裏
附
高
木
守
久
ら
幕
府
関
係
者
に
及
ん
で
い
る
。

富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て
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宙
甲
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
言
状
」
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
忠
茂
の
代
に
も
、
富
士
谷
家
に
は
宗
茂
以
来
の
役
割
か
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ほ
か
に
は
慶
安
年
間
(
-
六

四
八
ー
一
六
五
―
-
）
と
思
わ
れ
る
か
「
当
暮
借
銀
利
払
之
儀
、
八
木
売
立
延
引
候
付
而
、
明
春
迄
相
延
度
通
、
柳
川
¢
大
橋
権
六
を
差

上
、
理
申
候
処
、
其
方
殊
外
梢
を
入
、
親
類
中
之
銀
子
ク
手
は
し
め
を
仕
、
相
残
者
共
へ
断
申
之
段
、
具
承
度
候
」

(
N
o
2
2
|
1
)
な

ど
の
よ
う
に
、
借
銀
に
関
し
て
高
知
に
書
き
送
っ
た
も
の
が
あ
る
。
延
宝
1

一
年
（
一
六
じ
四
）
、
晩
年
の
書
状
に
は
「
茶
壺
上
せ
候
道

中
皿
事
候
哉
（
中
略
）
如
例
年
愛
宕
預
可
巾
候
」

(
m
1
5
|
2
)
と
あ
り
、
こ
の
間
に
も
茶
の
手
配
を
富
士
谷
家
に
指
図
し
て
き
た
こ

と
を
推
し
塁
れ
る
。

あ
と
一
っ
掲
げ
る
が
、
次
の
史
料
に
は
忠
茂
の
個
人
的
趣
味
と
と
も
に
、
後
年
国
学
者
を
輩
出
す
る
富
士
谷
家
の
索
地
を
み
る
こ
と

【
史
料
4
】
（
寛
文
四
年
）
二
月
廿
七
日
付
立
花
忠
茂
書
状
[
折
紙
]
（
Naloー

l
、
固
5
）

尚
々
、
ゆ
か
し
く
存
計
二
候
、
年
よ
り
可
咄
あ
い
て
も
な
く
な
か
ら
へ
、
く
る
し
く
候
、
定
而
覚
あ
る
へ
＜
候
、
老
を
い
と

ハ
ぬ
人
し
な
け
れ
ハ
と
の
古
こ
と
身
に
候
、
巳
上

去

t
七
R
之
状
、
昨
日
到
来
、
古
今
奇
之
違
候
上
、
細
々
書
付
越
候
、
抜
々
気
り
羨
し
く
候
、
我
等
ハ
其
方
よ
り
ハ
談
年
若
候
へ

臼

一

晃

入

迫

視

ど

―

，

戸

良

｝

と
も
、
中
々
気
根
及
事
二
て
も
無
之
候
、
驚
人
候
、
百
迄
ハ
無
疑
可
為
存
命
候
、
昭
~
高
院
宮
あ
ら
ハ
し
候
占
今
、
又
為
相
卿
箪
之

集
見
合
餃
よ
し
、
誠
悔
成
事
二
候
、
為
相
の
笠
之
古
今
、
若
売
物
二
て
候
ハ
ヽ
、
人
望
二
候
、
自
然
可
事
成
儀
二
候
ハ
ヽ
、
直
段

極
妥
許
へ
指
越
俣
て
ミ
せ
候
事
ハ
成
ま
し
く
や
、
承
合
重
而
可
申
越
候
、
尤
売
物
二
而
無
之
候
ハ
ヽ
、
心
を
尽
才
覚
無
用
候

一
、
天
神
へ
名
代
参
候
之
事
、
正
月
よ
り
可
申
遺
と
心
懸
候
へ
と
も
、
此
月
初
時
分
、
筑
後
へ
使
を
遣
可
申
と
存
候
故
、
其
便
ニ

可
申
遣
と
、
か
今
延
引
候
、
無
失
念
申
越
候
事
、
念
人
候
、
其
方
信
心
之
儀
、
感
入
候
、
弥
如
例
年
之
初
尾
持
参
、
名
代
二
参

（
宗
必
｝

詣
可
仕
候
、
採
々
満
足
申
候
、
又
大
徳
寺
入
院
有
之
候
通
、
昏
面
披
見
條
、
大
仲
之
入
院
首
尾
能
事
、
別
而
喜
悦
安
諸
申
候
、

雪
益
へ
も
此
度
状
を
進
之
度
候
へ
と
も
、
此
飛
脚
差
立
候
事
只
今
承
、
此
状
さ
へ
漸
書
候
故
、
無
其
儀
候
、
我
等
指
痛
も
此
中

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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能
候
、
可
心
易
候
、
足
弥
叶
候
ハ
す
候
、
有
馬
へ
湯
治
望
候
へ
と
も
、
遠
路
お
も
ひ
絶
候
、
か
し
く

二
月
廿
七
日

二
"loJ

知｝

紹

味

ら

年
次
は
、
後
半
に
大
仲
宗
涵
の
大
徳
寺
入
院
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
比
定
さ
れ
る
。
恒
例
化
し
た

名
代
参
詣
な
ど
も
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
前
半
に
注
目
し
た
い
。
高
知
が
去
十
七
日
の
書
状
で
寄
越
し
た
「
古
今
研
之
違
」
を
め
ぐ
っ

て
綴
ら
れ
て
い
る
。
五
十
三
歳
の
忠
茂
は
、
八
つ
ほ
ど
年
上
に
な
る
高
知
の
「
細
々
書
付
」
る
気
力
に
感
服
し
て
い
る
。
し
か
し
忠
茂

の
方
も
、
高
知
が
当
代
の
文
化
人
道
晃
入
道
親
王
に
よ
る
「
古
今
」
、
鎌
倉
後
期
の
歌
人
冷
泉
為
相
の
「
筆
之
集
」
を
参
考
に
し
た
と

も
知
ら
さ
れ
て
、
後
者
が
売
り
物
な
ら
ば
「
大
望
」
な
ど
と
云
う
の
で
あ
る
。

三
代
鑑
虎

鑑
虎
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
忠
茂
の
子
と
し
て
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
生
ま
れ
る
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）

四
月
十
九
日
に
家
綱
に
初
目
見
、
翌
年
十
二
月
二
十
七
日
に
従
五
位
下
、
翌
日
「
左
近
将
監
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
寛
文
四
年
（
一
六
六

四
）
閏
五
月
七
日
に
家
督
、
十
二
月
一
一
十
八
日
に
従
四
位
下
と
な
る
。
そ
し
て
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
十
二
月
十
二
日
に
「
飛
騨
守
」

に
改
め
ら
れ
る
。

先
の
二
人
に
比
し
て
鑑
虎
に
つ
い
て
は
特
に
詳
ら
か
で
な
く
、
こ
こ
で
は
「
左
近
将
監
」
期
・

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
飛
騨
守
」
期
の
も
の
を
一
例
ず
つ

【
史
料

5
】
（
年
不
詳
）
九
月
廿
五
日
付
立
花
鑑
虎
書
状
[
竪
紙
]
（
Noloー

20
ヽ
図

6
)

尚
々
、
我
等
事
も
又
々
風
を
引
返
シ
引
籠
申
候
、
今
朝
少
能
候
間
、
頓
而
可
罷
出
と
存
候
、
以
上

今
朝
者
見
舞
之
由
、
早
々
帰
候
故
、
不
能
面
談
候
、
明
朝
者
弥
料
理
可
申
付
候
間
、
五
つ
時
分
御
出
待
入
候
、
左
様
候
へ
は
花
鳥

3
 

（
花
押
）

富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て
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吊
上
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
書
状
は
当
史
料
の
一
部
に
留
ま
る
が
、
富
士
谷
家
の
担
う
「
御
用
」
が
特
に
宗
茂
・
忠
茂
代
で
多
岐
に
わ
た
っ

＊
 

舟
史
料
に
は
、
竪
紙
の
鑑
虎
書
状
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
右
は
数
少
な
い
一
通
で
あ
る
。
署
名
に
実
名
は
な
く
、
文
中
に
忠

茂
か
「
好
雪
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
で
、
差
出
の
「
左
近
」
は
鑑
虎
と
判
町
、
年
次
も
寛
文
四
年
か
ら
延
宝
四
年
の
間
と
な
る
。

応
茂
と
錯
虎
、
高
知
も
近
所
に
い
る
よ
う
だ
か
、
江
戸
か
上
方
か
は
定
か
で
な
い
。
鎧
虎
の
「
花
鳥
埒
合
」
へ
の
関
心
は
父
親
譲
り

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
父
親
に
も
「
わ
き
／
＼
」
に
も
自
分
が
借
り
て
見
る
こ
と
は
内
緒
だ
と
述
べ
て
い
る
。

【
史
料
6
】
（
年
不
詳
）
二
月
十
三
日
付
立
花
鑑
虎
書
状
[
切
紙
]
(
N
n
3
0ー

6
ヽ
図

7
)

一
策
申
候
、
然
者
4If
年
化
孫
左
衛
門
上
京
候
処
、
借
銀
等
之
儀
、
如
例
此
度
者
一
人
精
を
出
候
由
、
委
細
聞
届
、
乍
案
中
満
悦
不
浅

候
、
弥
首
尾
好
相
談
可
為
祝
着
候
、
猶
追
々
可
申
候
、
謹
言

]
月
十
三
日
（
晶
知
）

冨
士
谷
紹
味
老

短
い
な
が
ら
、
富
士
谷
家
が
宗
茂
・
忠
茂
代
と
同
様
、
立
花
家
の
借
銀
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
る
一
通
で
あ
る
。
こ
こ
で
署

名
を
な
す
実
名
は
「
鑑
茂
」
で
あ
る
が
、
「
飛
騨
守
」
期
の
も
う
―
つ
の
実
名
が
「
鑑
虎
」

今
後
の
課
題
と
な
る
。

ー
九
月
廿
五

R

船
困
ら

鑑
茂
（
花
押

飛
騨

左
近

（
花
押
）

埒
合
大
事
之
御
書
物
之
由
候
得
共
、
少
間
み
申
度
候
、
尤
好
雪
へ
拝
見
事
も
申
間
敷
候
、
其
方
汐
申
上
候
事
ハ
、
必
無
用
候
、
今

日
中
返
シ
可
申
候
間
、
少
間
見
申
度
候
、
尤
わ
き
／
＼
へ
も
沙
汰
申
間
敷
候
、
為
其
如
此
候
、
謹
一
「
ロ

で
あ
る
。
こ
う
し
た
改
名
に
つ
い
て
も
、
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6 5 4
 

(
1
)
 

(
2
)
 

〔

3
）

ヽ

な
り

、王-＿＿一ロ
富
卜
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
、
上
書
状
」
に
つ
い
て

て
い
た
こ
と
は
窺
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
た
鑑
虎
の
代
に
な
る
と
年
始
・
端
午
・
歳
暮
な
ど
儀
礼
的
な
も
の
の
割
合
が
高
く

四
代
鑑
任
以
降
に
は
そ
う
し
た
内
容
が
殆
ど
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
c

ま
た
数
量
の
こ
と
は
前
に
も
ふ
れ
た
が
、
当
史
料
の
総

栽
か
ら
す
る
と
鑑
任
以
降
の
割
合
は
低
く
な
る
し
か
し
藩
‘
・
ト
発
給
文
書
が
減
少
し
て
い
く
と
い
う
令
体
的
な
流
れ
を
跨
ま
え
れ
ば
、

そ
の
点
数
が
少
な
い
と
は
決
し
て
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
当
史
料
は
、
談
最
的
に
各
発
給
者
の
基
礎
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
は
勿
論
、
内
容
に
注
目
す
れ
ば
特
に
近
冊
前
棚
に
お
け

る
大
名
の
生
活
を
探
る
う
え
で
極
め
て
有
用
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
C

『
九
州
史
料
叢
杏
―
-
．
五
富
上
谷
文
書
上
」
（
九
州
史
料
刊
行
会
、
一
九
六
四
年
）
，
＇

「
福
岡
県
史
近
世
史
料
絹
柳
河
藩
初
期
（
下
）
』
（
福
岡
県
、
．
九
八
八
年
）
―
)

こ
こ
で
は
柳
川
古
文
書
館
の
複
写
資
料
を
利
用
。
以
下
、
富
上
谷
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
こ
れ
に
拠
る
。
な
お
多

川
序
典
『
増
訂
巽
色
の
国
学
者
富
十
谷
御
杖
の
牛
拝
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
っ
て
、
富
十
谷
家
十
代
冗
仏
の
門
人
筋

に
あ
た
る
富
成
梓
氏
の
所
蔵
「
富
士
谷
家
謂
」
と
幾
つ
か
の
異
同
を
詔
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
関
係
は
詳
ら
か
に
で
き
な

柳
川
占
文
書
館
収
蔵
旧
柳
河
藩
干
立
花
家
文
書
一
柳
111
」
一
四
九
七
＂
冗
こ
の
な
か
て
富
士
谷
家
の
由
緒
は
法
名
号
な
と
て
書
き
綴
ら
れ

て
お
り
、
実
名
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
〕
し
た
か
っ
て
本
稿
て
は
、
こ
の
史
料
の
使
用
に
際
し
て
は
「
冨
上
谷
家
系
図
]
（
江
3
)
の
実

名
と
比
定
し
た
上
で
叙
辿
を
す
す
め
て
い
く
ま
た
人
物
に
よ
っ
て
は
実
名
を
改
め
る
例
も
あ
る
か
、
は
と
ん
ど
の
場
合
で
時
期
か
不
明

て
あ
り
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
も
「
富
上
谷
家
系
図
」
に
従
っ
て
各
々
代
表
的
な
実
名
に
統
し
て
呼
ふ
こ
と
に
す
る
。
）

以
下
、
立
花
宗
茂
お
よ
び
忠
＂
戊
に
つ
い
て
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
中
野
綽
『
立
＂
化
宗
茂
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二

0

0
一
年
）
に
拠
る
。

『
史
料
纂
集
舜

iH
記
』
弟
三
・
第
四
（
統
群
書
類
従
完
成
会
、
九
七
，
ハ
・
一
九
七
九
）
虔
長
十
七
年
三
月
廿
五
日
・
同
廿
じ
日
・
十
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14 13 12 
ヽヽ

11 10 (
8
 

(
9
 

(
7
 

富
士
谷
文
書
「
立
花
家
歴
代
藩
主
書
状
」
に
つ
い
て

一
月
廿
七
日
条
、
慶
長
十
九
年
四
月
一
日
・
五
月
一
日
・
十
一
月
十
六
日
条
。

柳
川
歴
史
資
料
集
成
第
一
二
集
『
柳
河
藩
立
花
家
分
限
帳
』
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
集
・
柳
川
市
刊
行
、
一
九
九
八
年
。
以
下
、
分
限

帳
A
)
な
ら
び
に
中
野
等
「
柳
河
藩
立
花
家
小
姓
組
／
小
野
勘
解
由
組
分
限
帳
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
四
二
•
四
三
合
併
号
、

一
九
九
九
年
。
以
下
、
分
限
帳

B
)
。
以
下
に
引
く
分
限
帳
は
す
べ
て
右
の
い
ず
れ
か
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
原
本

に
よ
っ
て
読
み
を
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

柳
川
古
文
書
館
所
蔵
隈
部
家
文
書
二
号
（
分
限
帳
A
)
。

旧
柳
河
藩
主
立
花
家
文
書
「
藩
政
」
一
三
0
九
号
（
分
限
帳
B
)
。
な
お
、
文
化
十
三
年
六
月
「
御
小
姓
組
高
井
役
附
」
（
「
藩
政
」
一
三

0
九
号
、
分
限
帳
B
)
お
よ
び
「
文
政
二
卯
年
七
月
侍
帳
」
（
柳
川
古
文
書
館
所
蔵
立
花
織
衛
家
文
書
D
1
2
号
、
分
限
帳
A
)
で
も
、
成

元
に
あ
た
る
千
右
衛
門
が
二

0

0
石
と
な
っ
て
い
る
。

旧
柳
河
藩
主
立
花
家
文
書
「
両
掛
箱
」

B
2
|
1
0
|
1
1
|
1
.
3
.
5
号。

多
田
注
3
書
。
ま
た
同
書
は
成
元
譴
責
の
理
由
に
つ
い
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
素
行
の
問
題
に
加
え
、
藩
財
政
に
か
か
わ
る
公
務
上

の
失
態
と
い
う
可
能
性
も
挙
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
富
士
谷
家
系
譜
」
（
注
3
)
は
当
事
件
に
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
同
書
の

引
く
「
富
士
谷
家
譜
」
と
異
な
る
点
の
―
つ
で
も
あ
る
。

旧
柳
河
藩
主
立
花
家
文
書
「
藩
政
」
ニ
―
1
0
五
号
（
分
限
帳
B
)
。

「
弘
化
二
年
巳
十
月
分
限
帳
」
（
柳
川
古
文
書
館
収
蔵
古
賀
（
知
）
文
書
三
四
七
号
、
分
限
帳
A
)

・
「
嘉
永
七
寅
年
侍
中
高
附
」
（
同
収

蔵
助
弘
家
文
書
五
号
、
分
限
帳
A
)
・
「
侍
帳
」
（
「
藩
政
」
―
一
四
0
号
、
分
限
帳
A
)
。

助
弘
家
文
書
六
号
（
分
限
帳
A
)
。
こ
こ
ま
で
、
現
在
確
認
さ
れ
る
分
限
帳
の
う
ち
富
士
谷
家
に
関
わ
る
も
の
は
可
能
な
限
り
挙
げ
て
き

た
が
、
最
後
に
「
安
政
五
年
午
九
月
上
旬
諸
士
高
附
」
（
柳
川
古
文
書
館
収
蔵
武
松
家
文
書
二
六
四
号
、
分
限
帳
A
)
と
「
文
久
年
間
頃

惣
侍
分
限
」
（
「
藩
政
」
五
七
0
七
号
、
分
限
帳
A
)
が
残
っ
て
い
る
。
前
者
に
は
「
同
（
高
百
五
十
石
・
筆
者
注
）
冨
士
谷
千
太
郎
」

と
あ
り
、
元
広
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
本
文
に
述
べ
る
よ
う
に
慶
応
元
年
冬
に
一
五
0
石
に
な
る
の
で
表
題
と
矛
盾
す
る
。
後
者

に
は
「
四
拾
人
扶
持
在
京
都
冨
士
谷
小
六
兵
衛
」
と
あ
り
、
元
広
が
一
―
1
0
人
扶
持
よ
り
四
0
人
扶
持
を
経
て
一
五
0
石
に
な
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
元
治
元
年
四
月
分
限
帳
」
だ
け
で
な
く
「
富
士
谷
家
系
図
」
も
、
こ
の
間
の
四
0
人
扶
持
を
把
握
し
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
の
原
因
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
で
筆
写
主
体
や
活
用
期
間
が
相
違
す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
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富
士
谷
文
書
「
立
化
家
歴
代
藩
、
エ
書
状
]
に
つ
い
て

（
九
州
文
化
史
責
料
部
門
所
蔵

Z
B

七
月
廿
万
日
付
立
備
中
宛
富
士
谷
州
一
．
成
興
書
状
（
「
藩
政
」
―
一
九
0
六
号
）
、
「
富
十
谷
成
OO
ハ
日
記
」

4
|
6
-

「
富
士
谷
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
明
冶
十
八
年
（
八
八
九
）
四
月
廿
六

H
に
修
一
姉
の
静
が
神
日
北
神
保
町
で
誕
生
し
て
お
り
、
ま
た
平

井
武
丈
「
富
士
谷
御
杖
大
人
の
牛
活
ー
篤
好
の
研
究
別
篇
ー
ー
（
上
・
下
二
（
『
観
學
院
雑
誌
』
第
廿
五
巻
四
号
お
よ
ひ
六
号
、
九
九

年
）
が
成
興
は
東
京
在
付
の
八
十
二
歳
と
述
べ
て
い
る
。
v

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
．
（
読
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
）
三
じ
＾
了
―
―
―
じ
五
頁
。

当
史
料
中
の
忠
茂
の
署
名
を
み
て
い
く
と
、
彼
の
実
名
が
「
中
心
之
」
の
後
は
お
お
よ
そ

「
忠
茂
」
（
寛
永
卜
九
年
1
1
.

＇
ハ
四
ー
）
後
九
月
十
日
付
ふ
し
や
紹
味
宛
国

No151'
訂）

「
忠
貞
」
（
慶
安
元
年1
1
.

＇
ハ
四
八
）
~
正
月
一
．
日
付
ふ
し
や
紹
味
宛
（
めg
i
|
2
)

「
忠
茂
」

(
U治
冗
年
11

ー
ハ
五
八
）
エ
極
月
三
日
付
ふ
し
や
紹
味
宛
｀
泊

1
4
1
7
)

と
い
う
順
に
改
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
か
分
か
る
な
お
、
こ
の
よ
う
な
忠
＂
戊
発
給
文
圭
口
の
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
つ

『
新
口
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
―
‘
-
―
―
じ
．
「
頁
。
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